
 
  

 

 

2020年 7月 9日 

各   位 

会 社 名  アウ ン コンサルテ ィング株式会社 

代表者名  代表取締役社長 CEO 信 太  明 

（コード番号 2459 東証二部） 

問合せ先  代表取締役副社長    

 坂田 崇典 

T E L  0 3 - 5 8 0 3 - 2 7 2 7 

 

業績予想の修正、特別損失の計上及び役員報酬の減額に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、最近の業績の動向等を踏まえ、2019 年 7 月 12 日に公表いたしました

2020年 5月期（2019年 6月 1日～2020年 5月 31日）の業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいた

します。また、併せて特別損失の計上ならびに役員報酬の減額につきましてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2020年 5月期通期連結業績予想数値の修正（2019年 6月 1日～2020年 5月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 2,065 20 15～28 13～24 
   円 銭 

1.76～3.21 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 1,927 △10 △7 △48 △6.41 

増 減 額 （ B － A ） △138 △30 △35～△22 △72～△61  

増 減 率 （ % ） △6.7 - - -  

（ ご参 考 ）前 期 実 績 

（ 2 0 1 9 年 5 月 期 ） 
1,879 0 25 22 3.00 

（金額の単位：百万円） 

2．業績修正の理由 

当社グループは、2020年 5月期において収益力の安定と拡大を最優先課題とし、「マーケティング事業における

多言語・海外向けサービスの収益拡大」、「新たなビジネスモデルの創出」、そして、「人材採用・育成・組織体制の

強化」に注力し、業容の拡大を図ってまいりました。 

マーケティング事業において、インバウンド需要の高まりを背景に新規顧客（民間企業及び自治体）の獲得が進

んだことで、一定の成果は出たものの、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、一部、インバウンド関連の広

告出稿停止が発生しました。また、アセット事業においては、海外渡航制限等による不動産ツアーの停止及び、新

規物件販売の停滞等により、当初計画を下回る見通しです。 

当社では、例年第 4 四半期に売上及び利益が増加すること等を勘案し、2020 年 5 月期の連結業績予想の修正

を行っておりませんでしたが、新型コロナウイルス感染症拡大により、世界的にあらゆる経済活動が抑制されたこと

による影響が大きく、当初計画を達成するには至りませんでした。 

また、下記のとおり、本社移転および保有する投資有価証券に関する特別損失を計上することとなりました。以上

の結果、売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益について、業績予想を下回る見込

みとなりましたので、上記のとおり、2020年 5月期の通期連結業績予想を修正いたします。 

 

 

 

 



 
 

3．特別損失の計上 

（1） 事務所移転費用/減損損失の計上 

本日公表しました「本社移転に関するお知らせ」に伴い、事務所移転費用（13百万円）及び、「固定資産の減 

損に係る会計基準」に基づき、建物付属設備について減損損失（2百万円）を特別損失に計上する見通しとな 

りました。 

 

（2） 投資有価証券評価損の計上 

当社が保有する投資有価証券について、簿価に比べて実質価値が著しく下落しているものについて評価 

した結果、減損処理による投資有価証券評価損として、16百万円を特別損失に計上することとなりました。 

 

4．役員報酬の減額 

 （1） 報酬減額の理由 

上記の業績予想の修正を真摯に受け止め、経営責任を明確にするため 

 

 （2） 報酬減額の内容 

常勤取締役 月額報酬の14％から97％の範囲内で減額 

社外取締役（監査等委員である取締役を含む）  月額報酬の20％を減額 

 

 （3） 減額の対象期間 

2021年 5月期（2020年 6月 1日～2021年 5月 31日） 

 

（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社において判断したものであります。予想に

は様々な不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合がございますので、この業

績予想に全面的に依拠しての投資等の判断を行うことは差し控えてくださいますようお願い申し上げます。 

 

以 上 


